
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

亀岡公園
３/19（土）～４/10（日）
会場

さくらまつり

崎方公園
４/11（月）～５/８（日）
会場

普門寺、風香寺、木ヶ津カトリック教会
木ヶ津公会堂を含む木ヶ津町一帯

４/２（土）・３（日）

⽊ヶ津千灯篭春まつり

会場

　幟旗が会場周辺に並び、夜には普門寺・
風香寺境内にある100基の石灯篭と3,000本
の竹灯りが幻想的な雰囲気を醸し出します。

鮎川家・梅ヶ谷津偕楽園・大曲公家
大曲敦家・川谷家・内野家・志自岐家
熊沢三郎記念館・永山邸

４/23（土）・24（日）

平⼾お庭めぐり

会場

　市内にある10軒の武家屋敷や旧家のお庭
を一般公開。庭に咲くツツジや八重桜が見
頃を迎えます。

さくらまつり・つつじまつり

県立田平公園内
（花のステージ周辺）

３/22（火）～４/10（日）

⽥平公園さくらまつり

会場
　３月から５月にかけて、さくらとつつじ
が見ごろを迎えます。満開に咲いた花を見
に来ませんか。

　平戸の玄関口、平戸大橋と平戸瀬戸を望
む風光明媚な公園のさくらまつり。期間中
は午後９時まで桜をライトアップします。

つつじまつり
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◎今月の表紙

杉山　稔典さん　（33歳）
鏡川町

 すぎやま　　  としのり

　　

カ
ト
リ
ッ
ク
平
戸
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会
の
す
ぐ
近

く
に
店
を
構
え
る
「
マ
メ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
」。
店
に

入
る
と
す
ぐ
に
、
コ
ー
ヒ
ー
の
い
い
香
り
が
漂
っ
て

き
ま
す
。
こ
こ
を
営
む
杉
山
さ
ん
は
、
平
戸
高
等
学

校
を
卒
業
後
、
大
工
や
花
屋
な
ど
の
職
を
経
て
、
平

成
25
年
７
月
31
日
に
「
マ
メ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
」
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
奥
様
と
２
人
で
店

を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

杉
山
さ
ん
が
厳
選
し
、
世
界
各
地
か
ら
取
り
寄
せ

た
本
格
的
な
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
風
味
が
よ
く
、
焙
煎
し

た
豆
は
さ
ら
に
奥
深
い
香
り
に
変
化
し
ま
す
。

　
「
も
と
も
と
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
で
、
家
で
豆
を
焙

煎
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん

と
コ
ー
ヒ
ー
の
奥
深
さ
を
知
り
、
た
だ
入
れ
て
い
た

の
が
喜
び
に
変
わ
っ
て
き
て
、
自
分
の
喜
び
を
人
に

も
提
供
し
た
い
と
思
い
こ
の
店
を
出
し
ま
し
た
。
平

戸
に
は
気
軽
に
コ
ー
ヒ
ー
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る

店
が
な
か
っ
た
の
で
、
平
戸
で
も
お
い
し
い
コ
ー

ヒ
ー
が
飲
め
る
と
い
う
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
イ
ル
を
根
付

か
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
店
は
誰

で
も
入
れ
て
、
す
ぐ
に
買
っ
て
帰
れ
る
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
気
軽
に
利
用
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

.1226
2016MarchhMarchhhhh 0162001620
３

☎内線2274「平戸藩の春めぐり推進本部」（観光課内）■総合案内・お問い合わせ
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長
崎
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
、

１
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
強

い
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
り
、
九

州
北
部
地
方
の
約
１
，
５
０
０

メ
ー
ト
ル
上
空
に
は
氷
点
下
15
度

以
下
の
寒
気
が
流
れ
込
み
ま
し

た
。

　

１
月
24
日
、
本
市
は
記
録
的
な

大
雪
と
マ
イ
ナ
ス
４
度
と
い
う
厳

し
い
冷
え
込
み
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
山
間
部
も
平
野
部
も
一
面
の

雪
景
色
と
な
り
、
こ
の
影
響
で
バ

ス
や
列
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

も
運
転
を
見
合
わ
せ
、
市
内
全
域

の
道
路
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
規
制
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
記
録
的

な
大
雪
は
市
民
生
活
も
直
撃
。
１

月
25
日
、
市
内
小
中
学
校
お
よ

び
高
校
が
休
校
と
な
っ
た
ほ
か
、

水
道
管
凍
結
に
よ
る
破
損
が
原
因

で
漏
水
が
多
発
し
、
数
日
に
わ
た

り
市
内
各
地
で
断
水
し
ま
し
た
。

１
月
26
日
、
陸
上
自
衛
隊
に
は
災

害
派
遣
を
要
請
し
、
給
水
車
に
よ

る
給
水
を
実
施
し
ま
し
た
。

記
録
的
な
大
雪

　

    

市
民
生
活
に
大
打
撃

活用した情報発信や自宅の井戸水の提供を実践された有志市

民の方々、また、給水所から独り暮らしの高齢者宅に配給に

回られた自主防災組織のご活躍など、「共助の精神」で協力

して災害を乗り越えられたことに深く感謝申し上げます。

　今後は今回の教訓を生かし、いつこのような自然災害が起

きても迅速に対応できる体制づくりを構築するとともに、あ

らゆる広報媒体を使い事前周知も徹底してまいりますので、

市民皆様のご理解ご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　  平戸市長　黒田成彦

　１月23日から25日かけて、九州各地で過去に例を見ない記

録的な寒波に見舞われました。

　平戸市も例外ではなく、10ｃｍを超える積雪があり、交通

機関のマヒや学校の休校など多大な影響が出ました。中でも

水道管の破裂による漏水のため、給水施設保全が必要となり､

緊急断水をせざるおえない状況になりなした。

　こうした思いがけない事態により、市民の皆様には不安な

中でご不便を強いられたにもかかわらず、率先してＳＮＳを

「共助の精神」でご尽力いただいて感謝を申し上げます
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もっと事前に断水情報の提供を

水垂地区自主防災組織　度島正剛さん  

　今回の断水で、水の大切さについて改めて考えさせられました。多くの住
民は、停電についての備え（ロウソク・懐中電灯など）はあると思うが、「水
が長い間使えない」という状況への備えについては乏しいと感じました。今回
特に問い合わせが多かったのが、水洗式トイレの問題です。最近のトイレは
水が流れないと使用できず、大変苦慮しました。
　水垂地区では1月に自主防災研修会を行い、地区の課題を共有しその課題
に対する取り組みなどを話し合いました。そのおかげで、今回の断水時も自
主防災組織が率先して活動しないといけないと思い、給水タンクに水をくんで、
地区の高齢者や体の不自由な人の世帯を巡回しました。「自分の地域は自分
たちで守る」という意識をもって、今後も研修などの自主防災活動に取り組ん
でいきたいと思います。

　 今回、断水するにあたっては、もう少し
事前の告知をしてほしかったですね。事前
に告知してもらえれば、タンクやお風呂に
水を貯めたりして、断水に備えておくことも
出来たと思います。
　今後は、事前の情報発信の徹底や断水
時に活用できるような対策マニュアルの作
成なども検討してほしいと思います。

　　

災
害
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事
態
に

な
っ
て
も
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
個
人
の
力

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
被
害
が

広
範
囲
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
公
的
機
関

の
対
応
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
り
、
個
別
の

対
応
が
困
難
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
大
規
模
な
断
水
で
は
、

市
内
各
所
に
給
水
所
を
設
置
し
ま
し
た
が
、

特
に
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
に
つ
い
て
は
、

自
力
で
の
水
の
確
保
が
困
難
な
状
況
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
人
た
ち

（
自
主
防
災
組
織
）な
ど
が
独
自
に
応
急
対

応
を
行
い
、
給
水
所
と
高
齢
者
世
帯
な
ど

の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

普
段
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
で
あ
る
地

域
住
民
同
士
が「
有
事
の
際
に
は
助
け
合

お
う
」と
い
う
意
識
を
も
っ
て
、
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

で
あ
り
、
そ
の
態
勢
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
市
と
平
戸
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
市
内
の
防
災
士
が
集
ま
り
結
成
し
た
組

織
）が
協
力
し
、
地
域
の
避
難
所
や
危
険

箇
所
な
ど
を
記
載
し
た「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」を
見
な
が
ら
、「
地
域
の
課
題
や
不

安
」を
共
有
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
自

主
防
災
組
織
が
取
り
組
む
こ
と
を
話
し
合

う
研
修
会
を
各
地
域
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
内
24
カ
所
で
給
水
所
を
設
置

自
衛
隊
に
災
害
派
遣
要
請

今
後
の
取
り
組
み

生月町浦北地区でも研修会を実施

　

市
で
は
、市
内
各
地
で
水
道
管
凍
結
に
よ

る
破
損
が
原
因
で
漏
水
が
多
発
し
、貯
水

池
の
水
位
が
著
し
く
低
下
し
た
た
め
、市
内

各
地
で
断
水
を
余
儀
な
く
さ
れ
、１
月
26

日
〜
29
日
ま
で
各
地
区
に
給
水
所
を
設
置

し
ま
し
た
。そ
の
間
、水
道
局
職
員
だ
け
で

な
く
、市
職
員
も
動
員
し
、漏
水
調
査
を
行

う
な
ど
、早
期
の
復
旧
に
向
け
て
対
応
し
、

29
日
の
午
後
に
は
完
全
復
旧
し
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
、市
だ
け
で
の
給
水
作
業
は

対
応
で
き
な
い
と
判
断
し
、自
衛
隊
に
災
害

派
遣
要
請
を
行
い
、３
日
間
で
延
べ
15
カ
所

で
給
水
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

漏水調査の様子

給水所の様子

自衛隊による給水活動の様子

青崎德藏さん（前津吉町）

　２月７日には、生月町の浦北地区において、地

元消防署、消防団、婦人会などが参加しての合同

研修会を開催しました。

　研修会では、「ハザードマップ」を使った危険箇

所の把握や、災害時の非常食の作り方、消火栓

を使った放水の訓練なども行われました。

　参加した皆さんは、いつ災害が起きてもいいよ

うに真剣な面持ちで取り組んでいました。

大
規
模
な
断
水
に
伴
い
、各
地
に
給
水
所
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
日
常
生
活
が
混
乱
。

そ
の
中
で
、自
主
防
災
組
織
が
活
躍
し
、市
民
レ
ベ
ル
で
お
互
い
が
助
け
合
う
活
動
が
実
践
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

災
害
の
記
憶

アリエス（株）代表取締役社長　尾上智昭さん

正確な情報発信を

　断水が実施されて、いつ復旧するのかが
わからず、２日間工場の稼動をストップし
ました。その間、従業員にタンクなどを借
り受け、どうにか工場用水を確保でき、３
日目に稼動させることができました。
　今回、復旧の情報が錯綜したことから、
今後は正確な情報発信をお願いしたいです
ね。

自
主
防
災
組
織
が
活
躍

し
、
高
齢
者
世
帯
に
水
を
配
っ
て
回
る
な

ど
、
給
水
所
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
水
垂
地
区
自
主
防
災
組
織
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
断
水
で
、
給
水
所
は
設
置
し
ま

し
た
が
、
給
水
所
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が
数
多

く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
自
主
防
災

組
織
が
地
域
の
た
め
に
自
分
た
ち
で
活
動

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ

に
や
っ
て
く
る
。

自
分
の
地
域
は
自
分

で
守
る
。

①放水訓練
②消防署放水説明
③非常食講座
④危険箇所の把握

④

③

②

①

今
回
の
災
害
に
つ
い
て
、特
に
復
旧
が
長
引
い
た

　
　

中
南
部
地
区
の
お
二
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
ま
し
た
。



水道管破裂の様子
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ま
ず
、
ダ
ム
や
川
か
ら
汲
み
上
げ
ら
れ

た
水
は
、
家
庭
用
や
工
場
用
な
ど
の
水
道

水
と
し
て
供
給
す
る
た
め
に
、
浄
水
場
で

き
れ
い
に
さ
れ
ま
す
。
き
れ
い
に
な
っ
た
水

は
、
浄
水
場
か
ら
直
接
、
各
家
庭
や
工
場

な
ど
に
送
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

浄
水
場
か
ら
配
水
池
と
い
う
施
設
に
送
ら

れ
、
一
時
的
に
き
れ
い
な
水
を
貯
め
て
い
ま

す
。
配
水
池
は
基
本
的
に
は
高
台
な
ど
に

あ
り
、
自
然
の
落
差
を
利
用
し
て
各
家
庭

に
水
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
水
道

局
が
管
理
し
て
い
る
配
水
管
を
通
っ
て
、

水
を
流
し
ま
す
が
、
こ
の
管
は
、
各
家
庭

の
敷
地
内
に
は
、
直
接
入
り
込
ん
で
い
ま

せ
ん
。

　

各
家
庭
に
水
を
引
き
込
む
に
は
、
配
水

管
か
ら
給
水
管
を
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
り
ま

す
。
新
し
い
家
を
建
て
る
と
き
に
、
道
路

を
掘
っ
て
工
事
を
し
て
い
る
風
景
を
目
に
す

る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が

配
水
管
と
給
水
管
を
つ
な
ぐ
工
事
で
す
。

こ
の
配
水
管
と
給
水
管
を
通
っ
て
、
各
家

水
道
の
仕
組
み
に
つ
い
て

気
温
の
低
下
が
も
た
ら
し
た

　
　
　
　
　
　

大
規
模
な
断
水

　1月23日から25日にかけて発生した寒波の影響で、水道管が破裂・破損し、多くの漏水被害が確認され
ています。漏水により高額となった水道料金については、「平戸市水道料金等の減免の取扱いに関する要
綱」に基づき、減免措置を以下のとおり行います。
１．減免の対象者
　　1月23日から25日にかけて発生した寒波の影響で水道管が破裂・破損による漏水が発生し、通常より
　　使用水量が増加している水道使用者
２．減免の内容
　　減免は、平成28年1月使用分と昨年同月分（平成27年1月使用分）と比較して増額分を減免します。
３．減免の対象になる請求月
　　平成28年1月使用分（平成28年2月請求分）
４．申請期間・申請場所
　　2月4日（木）～ 3月31日（木）午前8時30分～午後5時15分（土曜、日曜、祝日を除く）
　　市水道局・各支所・各出張所
　　※申請に必要なもの・申請方法については、市のホームページをご覧になるか、下記までお問い     
　　　合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■お問い合わせ　水道局総務班　☎22-3838

今回の漏水による水道料金の減免   

各家庭でできる漏水チェック方法
①家の敷地内の蛇口を
　全て閉めてください

②敷地内のメーターボックス
　（量水器）を確認

③ここが回っていたら、漏水しています

水道局管理 使用者管理

ダム 浄水場

配水管

給水管
メーターボックス

水道の仕組み

　今回の大雪の影響で、漏水の修理に各家庭を回っていると、水道管やメー
タボックスなどの場所がどこにあるのか知らない家庭や、水道管の凍結防止の
対策などをしていない家庭が見受けられました。
　気温が急激に下がる時は、水道管がむきだしになっている箇所は、特に凍
結しやすくなるので、タオルや布類、新聞紙を巻いて、保温することで凍結予
防になりますし、家庭内でも蛇口の水を少量出しておくと、水道管が凍りにく
くなります。また、その水をポリタンクや鍋、浴槽などに貯めておけば、断水
になった場合に飲料水やトイレなどにも活用できます。
　これからは、各家庭で水道管やメーターボックスの場所の確認や、天気予
報や市の防災無線などで水道管凍結の注意喚起がでた時には、凍結防止対策
や漏水のチェックなどをしてほしいですね。

市指定水道事業者
  （有）松尾設備　松尾 雄介さん

各家庭でも凍結防止対策を

庭
の
蛇
口
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以

下
に
な
る
と
、
凍
結
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
古
い
住
宅
な
ど
で
は
、
水
道
管

が
屋
外
に
設
置
し
て
い
た
り
、
風
当
た
り

が
強
い
箇
所
に
設
置
し
て
お
り
、
凍
結
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
北
海
道
や
東
北
な
ど

の
寒
冷
地
は
、
水
道
管
を
屋
外
に
設
置
す

る
場
合
な
ど
は
、
断
熱
材
を
巻
く
な
ど
の

凍
結
防
止
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
24
日
〜
25
日
未
明
に
か
け
て
、
市

内
に
お
い
て
、
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４

度
近
く
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
屋
外
に
設

置
し
て
い
る
水
道
管
が
凍
結
し
、
破
裂
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
破
裂
し
た

箇
所
が
、
約
１
，
３
０
０
世
帯
に
上
り
、

大
規
模
な
漏
水
が
発
生
し
、
配
水
池
の
水

が
著
し
く
減
っ
た
こ
と
で
、
大
規
模
な
断

水
を
実
施
し
ま
し
た
。

水道事業関係者が語る凍結に関する備え

※漏水している場合は、すぐに市指定の事業者に修理を依頼してください。

水
道
管
が
破
裂
し
た
主
な
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か

ダ
ム
か
ら
家
庭
に
水
が
届
く
ま
で
の
仕
組
み
と
、今
回
断
水
に
至
っ
た
要
因
。ま
た
、今
後
の
備
え
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

配水池

今回の破裂箇所



共有 

共有 

「
地
域
ケ
ア
会
議
」と
は

個
別
事
例
を
も
と
に
検
討

石田　好江 さん
（戸石川町）

地域も積極的に取り組んでいます

　以前は、食事以外はほぼ介助が必要で、一日中自宅で生活していましたが、リハビリを受け、
近所の人たちと集まってお話し会などをして、励まされて体調も良くなってきました。そのことか
ら、近所の人と集い、支え合うことの大切さを感じ、リハビリの先生から身近な運動の場づくりを
勧められ、区長や民生委員、地区住民と一緒に、「戸石川よかよかクラブ」を立ち上げました。
　週に１回のクラブで、運動を続けたりしたことで、今ではすべて一人でできるようになり、毎日
のように外に出かけるようになりました。今後は、地元地区だけでなく、他の地区との交流会な
ども開催し、地域で安心して暮らしていけるまちづくりを進めていきたいです。

　

高
齢
者
が
そ
の
人
ら
し
く
自
立

し
て
生
涯
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」の
実
現
に
向
け
た
重
要

な
手
法
の
１
つ
と
し
て
、
平
成
27

年
度
か
ら
介
護
保
険
法
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
会
議
で
す
。
市
で

は
、「
市
全
域
」「
小
・
中
学
校
区
」

「
個
別
事
例
」の
３
階
層
の
地
域
ケ

ア
会
議
に
分
か
れ
て
お
り
、
相
互

に
課
題
や
成
功
事
例
を
共
有
で
き

る
体
制
づ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

平
成
28
年
１
月
ま
で
に
、
個
別

事
例
の
地
域
ケ
ア
会
議
を
12
回

（
22
事
例
）開
催
し
ま
し
た
。
区

長
や
民
生
委
員
、
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
や
専
門
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

で
話
し
合
い
、
個
別
事
例
の
よ
り

よ
い
支
援
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
強
み
や
社
会
資
源
、
成
功

事
例
、
地
域
課
題
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
把
握
し
た

情
報
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校

単
位
の
地
域
ケ
ア
会
議
で
情
報
共

有
し
、
地
域
づ
く
り
や
資
源
開
発

な
ど
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た

市
の
施
策
と
し
て
取
り
組
み
が
必

要
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
全
域

の
地
域
ケ
ア
会
議
へ
と
話
し
合
い

の
場
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市全域の地域ケア会議

①地域ケア個別会議の開催

小・中学校単位の地域ケア会議

②講座の企画・準備

③認知症サポーター養成講座開催

広報ひらど 平成28年３月号 8

個別事例の地域ケア会議
・個別事例のよりよい支援の検討

・地域の強みや解決すべき課題を発見

・情報共有し、地域や介護支援専門員への支援

・地域の実情に合った、新たな社会資源づくり

・地域の支援ネットワークづくり

・市全域で実施する新たな事業づくり

・介護保険事業計画への反映

地域課題
発見

施策づくり

まちづくり

地域ケア会議の構成　地区住民を対象に、認知症の人や家族の応援者として
地域で見守りなどの支援の輪を広げるために、講座を開
催しました。
　講師から、認知症の症状や特徴、対応の仕方、認知
症の人の気持ちの理解などについて説明がありました。
その後のグループワークでは、Aさんの状態に合った支援
方法を話し合い、日中の声掛けなど具体的な活動につい
ても考えました。

　関係者で役割分担をして、企画・準備などを行いまし
た。今回は、地域の人たちが率先して行動していました。
　○区長・民生委員　　    →  日程調整、チラシづくり 
　　　　　　　　　　　　      対象把握、会場確保
                                                 参加勧奨
　○地域の支援者　　　    →  参加の呼びかけ
　○地域包括支援センター →  講師依頼、資料準備

　区長、民生委員、近所の人、病院看護師、医院職員、
ヘルパー、在宅訪問看護師、担当ケアマネジャー、地域
包括支援センター職員、アドバイザー（認知症介護指導
者）などで話し合い、課題や支援の内容について検討し
た中で、認知症を理解してもらうための地域の支援が必
要と判断し、区長や民生委員、身近な支援者で取り組む
こととなりました。

高
齢
者
が
住
み
や
す
い

高
齢
者
が
住
み
や
す
い

      
      

ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
よ
う

ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
よ
う

　　　　

　　　　           
           

高
齢
者
が
住
み
や
す
い

      

ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
よ
う

　　　　           

Hirado City Public Relations,2016.39

　　

高
齢
者
が
独
り
暮
ら
し
や
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
今
回
、
地
域
と
行

政
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
に
つ
い
て
、
紹
介
し

ま
す
。

事例：Ａさん（83歳・女性・独り暮らし）の場合

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
高
齢
者
支
援
班　

☎
内
線
２
５
８
６

　最近、特に認知症がひどくなり、物盗られ妄想があり、仲良くしていた人に「あなたが盗ったでしょう」と疑いをかける。
近所の人が近づきにくくなり、孤立している、鍋焦がしが頻繁にあり、火の元が心配な状態。

個別の課題から地域の課題へ

　個別事例の地域ケア会議で検討して、地域の支援が必要と判断された場合、地区の区長や民生委員、地
域住民などの身近な支援者で共に取り組んで支えていきます。今回は、その事例について紹介します。
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い
情
報
が
あ
る
か
分
か
り
に
く

く
、
た
ど
り
着
く
ま
で
に
時
間

が
か
か
っ
た
り
、
障
が
い
者
や
高

齢
者
な
ど
が
利
用
す
る
場
合
も
、

使
い
勝
手
の
よ
く
な
い
な
ど
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
利
用
者
に
と
っ
て
使

い
や
す
く
、
情
報
を
探
し
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
新
た
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
概
要
に
つ
い
て
少
し
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

平
戸
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
合

併
直
後
の
平
成
17
年
10
月
に
開

設
し
、
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
10
年
の
間
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ（※

）の
普
及
、

外
部
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
に
対

す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
取
り
巻

く
環
境
は
日
々
進
化
し
て
い
ま

す
。

　

以
前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
利

用
者
に
と
っ
て
情
報
が
整
理
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
ど
こ
に
知
り
た

す
べ
て
の
利
用
者
の
た
め
に

平戸市

観光向けページ市民向けページ

「市民向け」、「観光向け」、「ふるさと納税」、「ＳＮＳのページ」

の４つの入口を設け、市内の利用者だけではなく市外の利用

者にも配慮しています。

　　上記の６つの入口から入っても、すぐに情報を見つ
けやすくするため、情報の分類や配置を見直し、全
ページのデザインを統一しました。
　　また、すべてのページにナビゲーションメニューを配
置し、関連する情報も探しやすくなるようにしました。

　　リニューアルに合わせて、これまでのモバイルサイ
トに加え、スマートフォンサイトもオープンしました。
スマートフォンの操作に適したボタンのサイズやページ
幅など、小さな画面でも使いやすくなるよう、公式サ
イトに新たな仲間が加わりました。

スマートフォンやタブレットで平戸市のホームページを訪れると、

自動的に最適化された画面が表示されます。

　　画面全体に動画や写真を配置し、平戸のイメージ
が一目でわかるようにしました（季節ごとに動画や写
真は変更します）。また、キーワード検索をトップ画面
に表示することで、中のページに入らなくても、利用
者がすぐほしい情報にたどり着きやすくなりました。

「くらし・手続き」、「子育て・教育」、「健康・福祉」、「文化・

スポーツ」、「産業・ビジネス」、「平戸市行政情報」と６つの入

口を設け、情報にたどりつきやすくしています。

ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）も充実！

　ホームページのリニューアルに伴い、ＳＮＳを
使った情報発信を更に充実させます。
　ＳＮＳは市からのお知らせや、イベントの紹介な
どを随時発信するのはもちろんですが、災害時の緊
急情報の発信ツールとしても非常に重要な役割を
担っています。
　左記のＳＮＳの独自性を生かしながら、適宜情
報を発信していきます。

Twitter InstagramFacebook LINE
iPhoneなどで撮影した
画像を手軽に加工して共
有で きる、画 像 共 有
サービス、およびモバイ
ルアプリの名称です。

携帯電話やパソコンに
対 応し た、テ キスト
チャットなどの機能を有
するインスタントメッセ
ンジャーです。

140文字以内の「ツイー
ト」と称される短文を投
稿できる情報サービスで、
ツイッター社によって提
供されています。

フェイスブック社が提供
するインターネット上の
ソーシャル・ネットワー
キング・サービス（SNS）
です。

高齢者や障がい者、外国人にも配慮し、文字の拡

大縮小や背景色を変更する機能、音声読み上げ機

能や外国語への自動翻訳機能も設置しました。

　　「高齢者や、障がい者などの心身機能に制約のあ
る人でも、年齢的・身体的条件に関わらず、ウェブ
で提供されている情報にアクセスし利用できること」
が自治体のホームページには求められています。
　　すべての利用者にとって使いやすいホームページに
なるように、リニューアル後も常に利用者の皆さんの
目線に立って情報を発信するように努めていきます。

【市民向けページ】
　　市民の皆さんや事業者など、平戸市のくらしや市
政に関連したサイトです。
　　各種イベントのお知らせや市政の情報、入札情報
など、さまざまな情報を適切なタイミングで情報を発
信していきます。
【観光向けページ】
　　観光や宿泊で平戸を訪れる人たちに向けたサイト
です。
　　市外に向けた情報を発信し、見た人が平戸に来た
いと思わせるような情報を発信します。

※ＳＮＳとは・・・インターネット上で、登録された利用者同士が交流できるWebサイトの会員制サービスのことです。
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受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

　
◎
地
方
自
治
功
労 

　
　

　

藤
永　

和
之

　

正
木　

猛

　

市
川　

次
男

　

大
島　

茂

　

七
種　

豊

　

稲
田　

昭

　

増
山　

よ
り
子

　

町
田　

久
雄

　

松
田　

功

　

浦
瀨　

量

◎
社
会
福
祉
功
労

　

福
海　

勇
喜
郎

◎
産
業
功
労

　

故　

本
川　

廣
義

　

古
川　

剛

　

浜
辺　

晃

　

⻆
田　

大
吉

　

山
本　

芳
久

◎
教
育
文
化
功
労

　

相
知　

紀
史

◎
交
通
安
全
功
労

　

江
田　

廣
行

　

黒
田　

光
範

　

松
田　

弘

　

髙
野　

光
治

　

七
種　

定
春

　

曽
川　

孟
浩

　

嶋
本　

傳
一

　

谷
口　

國
光

　

永
石　

耕
一

生
月
町

大
久
保
町

崎
方
町

魚
の
棚
町

宮
の
町

生
月
町

生
月
町

生
月
町

田
平
町

田
平
町

川
内
町

生
月
町

生
月
町

大
島
村

川
内
町

田
平
町

岩
の
上
町

木
引
田
町

生
月
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

　

百
合
永　

保

　

浦
川　

素
子

　

池
田　

加
津
代

◎
防
犯
防
災
功
労　

　

口
石　

敏
雄

　

末
永　

義
幸

　

北
原　

嘉
徳

　

西
島　

孝
実

　

川
辺　

浩
範

　

山
口　

卓
宏

　

篠
崎　

繁
実

　

大
島　

茂

　

西
口　

勇
司

　

金
子　

啓
一

　

古
川　

勝
彦

　

大
石　

克
徳

　

磯
田　

勉

◎
寄
附
功
労

　
大
栄
商
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平
 ２⽉21⽇、平⼾⽂化センターで、「平成27年度平⼾市表彰式」が開催され、
81⼈、17団体が受賞されました。 
 市政推進などにご尽⼒いただいた45⼈、２団体に市⺠表彰。景観の保存
などにご協⼒いただいた2⼈、２団体に景観表彰。元気な平⼾市を⽬指し、
まちづくりに尽⼒した２団体に元気なひらどまちづくり表彰。⻘少年の健
全育成や社会教育の発展などに貢献した9⼈と５団体に教育委員会表彰。ス
ポーツで優秀な成績を収めたり、スポーツの振興に寄与した⼈25⼈と６団
体にスポーツ表彰が⾏われました。

祝
受 賞

教育委員会表彰・スポーツ表彰受賞者

市民表彰・景観表彰・元気なひらどまちづくり表彰受賞者
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　最教寺奥の院で、「子泣き相撲」が開催されま
した。当日は、晴天に恵まれ、遠くは北海道から
の参加もあり、県内外から約300人の豆力士の取
り組みが行われ、泣いたり笑ったり、時には寝て
いる豆力士たちに、会場は歓声や笑い声に溢れて
いました。
　子泣き相撲は、約400年前に平戸藩初代藩主が、
家来などの亡霊に悩まされていたとき、赤子の泣
き声で亡霊が退散し、その後悩まされなくなった
という言い伝えがあり、これを起源として、毎年
節分の日に行われています。

赤ちゃんの泣き声で悪霊退散
２

春の訪れを準備する川内峠

　西海国立公園に指定されている、川内峠一帯で
野焼きが行われました。野焼きは、毎年景観保全
と防火を目的として、近隣の４地区と市、消防で
実施しています。午前９時から火入れを行い、事
前に刈っていた枯れ草は、勢いよく燃え上がって
いました。
　この日は、アマチュアカメラマンや見物客も多
数訪れ、燃え上がる炎に魅了されていました。３
月中旬から下旬になると、新芽が顔をだし始め、
４月には川内峠一帯も、新しい緑のカーペットに
覆われます。

２
７

いつまでもお元気で　祝100歳

　岩の上町の豊増榮さんが100歳のお誕生日を迎
えられ、黒田市長が自宅を訪れ、花束と記念品を
贈り長寿を祝いました。
　豊増さんは、ご主人と一緒に教会のお世話をし
たり、かまぼこを作る手伝いをするなど、２人の
息子さんと６人の娘さんを育てながら生活をして
きました。現在は自宅で娘さんたちと楽しく過ご
しています。
　お祝い式では、お孫さん一同からプレゼントさ
れた垂幕を飾り、「今日はありがとうございまし
た」と、両手を合わせて感謝の言葉を述べました。

１
25

これからも健やかに　祝100歳

　生月町の岳下アヤさんが100歳のお誕生日を迎
えられ、黒田市長が自宅を訪れ、花束と記念品を
贈り長寿を祝いました。
　岳下さんは、ご主人と一緒に農業を営みながら、
３人の息子さんと、２人の娘さんを育て、趣味の
お花や裁縫を楽しみながら生活してきました。現
在は、娘さんと一緒に自宅で楽しく過ごしていま
す。
　お祝い式では、昔の思い出を楽しそうに語られ、
「本日はお忙しい中ありがとうございました。」と
感謝の言葉を述べました。

1
30多くの人に祝福され　祝100歳

　根獅子町の山田スエさんが100歳のお誕生日を
迎えられ、黒田市長が青柳旅館を訪れ、花束と記
念品を贈り長寿を祝いました。
　山田さんは、ご主人と一緒に農業を営み、３人
の息子さんと娘さん１人を育てながら生活してき
ました。現在は、自宅でご家族に囲まれて生活し
ながら、デイサービスでご友人とお話をして楽し
く過ごしています。
　お祝い式は、盛大な式となり、スエさんも「あ
りがとうございました」と元気に感謝の言葉を述
べ、とても喜んでいました。

２
２

平戸神楽でひらめ初め

　平戸文化センターで、平戸ひらめまつりが20
年目を迎えたことを記念して、｢平戸ひらめ初め｣
が開催されました。
　会場には、平戸ひらめまつりを目的に観光など
で訪れたお客さん約600人が来場し、平戸神楽な
や田助ハイヤ節など平戸の代表的な伝統芸能を観
覧しました。
　会場内では、平戸ひらめまつり20周年ににち
なんで、ひらめを使った特製の巻寿司やうどんな
ども限定で販売され、訪れたお客さんも平戸のひ
らめを使った料理の味を堪能していました。

２
７

2人のトークで楽しく学ぶ

　たびら活性化施設で金融経済講演会「楽しく学
ぼう！お金と英語」が開催されました。
　テレビでお馴染みのお笑いコンビ「パックン
マックン」を招いて、大人になってからお金をど
のように使ったり貯めたりすればよいかなどを、
英語を交えながら講演してもらいました。
　講演ではコントを挟んだり、パックンマックン
が場内を回りお客さんに質問するなど、会場に集
まった150人のお客さんは、2人が織り成す軽快
なトークでお金と英語について楽しく学んでいま
した。

２
６

３

ぞ
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　「いきつきロード2016」大会が開催されまし
た。
　生月支所前をスタート・ゴールとするコー
スで行われ、全22種目に市内外から678組
789人が参加しました。この日は非常に冷え込
み、強風が吹く中での大会でしたが、参加者
の皆さんは、沿道からの声援に支えられ、一
生懸命ゴールを目指しました。
　大会終了後は、地元の飲食店や団体が出店
した、カレーや焼いもなどで冷えた体を温め
ていました。

沿道の声援を受け完走めざし力走
2

ペアの貝に細かく描く

平戸特産品を全国のお茶の間へ

　平戸桟橋で、「おさんぽジャパネット長崎SP
編」の公開生放送が行われました。ジャパネット
たかたの髙田明前社長が日本全国を旅して特産品
を紹介するテレビ番組で、平戸の特産品のあごや
ちゃんぽん、川内かまぼこなどをいつもの軽快な
口調で紹介し、平戸の魅力を全国にPRしていま
した。
　また髙田さんの平戸の思い出にも触れ、｢昔は幸
橋の上で、アゴを100匹すくった、30歳までは
実家のカメラ屋で働いていた｣などと、笑顔で話
されました。

２
20乳がんの知識をより多くの人に

　平戸文化センターで、ピンクリボンひらどAI・
AI・AI設立10周年を記念して、講演会＆コン
サートが開催されました。
　講演会には、約150人が参加し、「乳がんとリ
ンパ浮腫の最新情報」と題して、ナグモクリニッ
ク福岡院長の北村薫先生による講演が行われ、
「最新医療において、乳がんは早期発見であれば、
６割が温存療法が可能であり、術後の合併症も少
ない。リンパ浮腫は、正しい知識と専門による治
療が大切です。定期的に検診を受けましょう」と
話されました。

２
21

４年目を迎えた平戸瀬戸市場

　平戸瀬戸市場で、「平戸瀬戸市場４周年誕生祭」
が開催されました。平成24年にオープンした平
戸瀬戸市場も、多くの皆さんに支えられて無事に
4年目に突入しました。売り上げも、オープン当
初から順調に伸びており、今年度は、昨年よりも
多い７億円を突破しました。
　今回も、ガラポン抽選会や餅つき、いか焼き、
甘酒、海鮮やきそばなどを販売しました。また、
いちごの早食い競争などもあり、子どもから大人
まで新鮮ないちごを、口いっぱいに頬張っていま
した。

２
20暮らしやすいまちづくりに向けて

　平戸文化センターで、「平戸市まちづくり大会」
が開催され、根師子集落再生機能協議会、総合型
クラブたびスポ、度島小中学校の３団体による事
例発表が行われました。度島まちづくり塾の事例
発表では、地元の中学生17人が登壇し、25年後
の度島を持続可能な島にするために考えた、３つ
の事業を発表しました。
　発表後には、今後のまちづくりについて考える
パネルディスカッションも行われ、「大人だけで
なく、子どもが暮らしやすいまちづくりも大事」
などの活発な意見がでていました。

２
21 みんなで学ぼうイノシシ対策

　たびら活性化施設で、「イノシシ大学」が開催
されました。市内各地から約150人が参加し、県
の専門職員によるイノシシの生態や基本的な対処
法などの講義を受講しました。その後、イノシシ
に関するクイズを混じえながらの事例発表、意見
交換などが行われ、地域住民が一体となって、イ
ノシシ被害対策に取り組むことの重要さを学びま
した。
　お昼には、宝亀地区の陽だまりの会が調理した
イノシシ肉をたっぷり使った「イノシシカレー」
が振る舞われました。

２
14

　平戸オランダ商館で「貝合わせをつくろう～ひ
な祭りを描く絵付け体験～」が開催されました。
　ハマグリはもともとペアだった殻としかぴった
りと組み合いません。そのことから、古くは夫婦
円満の願いをこめ、360組の貝合わせの貝を婚礼
道具として持参していたそうです。　
　この日は、ハマグリの中に日本画で用いる絵の
具（顔彩）を使い、ひな人形の絵付けを行ないま
した。参加した皆さんは、貝の中に絵を描くとい
う細かい作業ではあるため、集中しながらも楽し
みながら思い思いに描いていました。

２
７

14



■図書館ホームページ■
インターネットを使って図書館の情報を見ることができます。

◎パソコンから　URL http://www.hirado-lib.jp

◎携帯電話から　携帯電話のバーコードリーダー
で右のＱＲコードを読み込んでアクセスできます。

■おはなし会／毎週日曜日　午後２時～　おはなしのへや
■赤ちゃんおはなし会／９日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　おはなしのへや
■上映会「みんなdeシネマ」／『おくりびと』（邦画：131分）
　＊月２回の上映になりました！

　12日　・24日　 午後２時～　未来創造館ホール
■ライブラリーコンサート／26日　 午後７時～　平戸図書館
　フラダンスサークル“プアナニ平戸”の皆さんと、3rd
　BASEcafe（サードベースカフェ）オーナー・力武秀樹氏
　によるフラダンス＆ウクレレのコンサートです。

～図書館からのお知らせ～

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

■おはなし会／ 19日　、26日　　午後2時～
　　　　　　　市ふれあいセンター児童室
■春のおたのしみ会／５日　　午前10時～
　市ふれあいセンターゆめホール
　絵本と一緒に楽しく過ごしましょう。
　皆さんの参加をお待ちしています。

平戸図書館 ☎22‐4017

●３月の主なもよおし●

●３月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／１日　、７日　～ 13日　（蔵書点検）、15日　、
　　　　　22日　、27日　、29日

水

土

土 土

土

土 木

月

火火

火日

日

火

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室　　：大島村公民館図書室　平 永 南 生 田 大

　３月３日はひなまつり。おひなさ
またちをひな壇に飾って祝う日です。
ある日えいちゃんの前に現れたのは
「実はきままにすごしておったら…」
って、太ってしまったおひなさま！？
楽しい季節の絵本です。

　地震による大津波で壊れてしまっ
た日本の港や橋。建設機械会社の人
たちは、１台の水陸両用ブルドーザー
「Ｄ155Ｗ」（スイブル）の修理をし、
震災工事に役立てることを思いたち
ました。本当にあった胸を熱くする
物語

　なにげなく過ごす今日も、おもし
ろい記念日や歴史的な出来事があっ
た日かもしれません。こちらは１月
１日から３月31日まで、毎日の記念
日を紹介した本です。自分の生まれ
た日がなんの日か調べてみません
か？

『ひみつひみつの
　　　　  ひなまつり』
作／鈴木　真実
出版社／講談社
出版年／２０１５.２月

『のっぽのスイブル155』

編／１年まるごときょうはなんの日編集委員会
出版社／文研出版
出版年／２０１５.１２月

作／こもり　まこと
出版社／偕成社
出版年／２０１６.１月

南

　専業主婦の私。ある日、自分の顔
が夫とそっくりになっていることに
気が付いた。「夫婦」という形式を軽
妙なユーモアで描いた表題作のほか、
３つの短編を収録。大江健三郎賞、
三島由紀夫賞受賞作家の新作は、第
154回芥川賞を受賞しました。

作／本谷有希子、出版社／講談社
出版年／２０１６.１月

　軽トラックは、乗り手にとっては、
とても身近な存在で“パートナー”の
ようなもの。軽トラックの基礎知識
や最新事情、カスタマイズ車大図鑑
を収録したこの本で、あなたの相棒
軽トラックと一緒に、もっと豊かで
楽しいカーライフを送りませんか。

出版社／地球丸
出版年／２０１６.１月

大

『異類婚姻譚』

『軽トラックパーフェクト
　マニュアル２
カスタマイズで遊びつくせ！』

田

平

　母が会いに来る。場所も時間も飛
び越えて。ドラマや映画で大きな話
題となった「ペコロスの母」。認知症
の母と息子である作者が織り成す涙
と笑顔の日々は、多くの人々の共感
をよびました。長崎出身の日本漫画
家協会賞受賞作家、待望の新刊です。

著／岡野　雄一
出版社／朝日新聞出版
出版年／２０１６.１月

『ペコロスの母の贈り物』

南 田永平

平

平

生

『１年まるごときょうは
  なんの日？  １～３月』

　

生
月
町
壱
部
浦
に
所
在
す
る
益
冨
家
住

宅
は
、
江
戸
時
代
の
鯨
組
・
益
冨
組
に
関

係
す
る
建
物
群
が
良
好
な
状
態
で
保
存
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
２
月
に

県
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
群
は

長
年
の
老
朽
化
に
よ
る
破
損
が
懸
念
さ
れ

る
状
態
だ
っ
た
の
で
、
所
有
者
が
長
崎
県

や
市
の
補
助
を
受
け
、
県
や
古
建
築
の
専

門
家
の
指
導
の
も
と
順
次
改
修
工
事
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
恵
比
須
神
社

に
つ
い
て
は
、
霊
殿（
本
殿
）を
保
護
す

県
指
定
有
形
文
化
財

益
冨
家
恵
比
須
社
霊
殿

る
覆
屋
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
覆
屋
の

改
修
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
改
修
に

先
立
つ
平
成
26
年
度
に
調
査
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

恵
比
須
神
社
の
霊
殿
は
、
益
冨
家
の

屋
敷
神
と
し
て
文
政
８
年（
１
８
２
５
）

に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
、
棟
札
な
ど
か

ら
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
殿
は
間
口
、

奥
行
各
１
間
の
規
模
で
総
け
や
き
造
、

屋
根
は
銅
板
葺
き
で
す
。
床
下
は
木
組

み
で
高
欄（
回
廊
周
囲
の
手
す
り
）付
の

回
廊
の
床
を
支
え
、
正
面
は
登
り
高
欄
付

き
の
階
段（
６
段
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
上

部
の
木
組
み
は
精
巧
で
、
正
面
中
央
部
に

は
魚
、
側
面
両
側
に
は
龍
な
ど
の
精
巧
な

彫
刻
を
配
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
神
社

の
本
殿
に
比
べ
る
と
や
や
小
振
り
で
す
が
、

邸
内
社
と
し
て
は
最
大
級
の
規
模
で
す
。

保
存
状
態
も
極
め
て
良
好
で
す
が
、
こ
れ

は
嘉
永
５
年（
１
８
５
２
）と
い
う
、
本
殿

が
建
立
さ
れ
て
あ
ま
り
年
数
を
置
か
ず
に

覆
屋
が
建
立
さ
れ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

恵
比
須
神
社
本
殿（
霊
殿
）は
、
和
様
の

軸
組
を
基
本
と
し
つ
つ
、
柱
上
の
組
物
や

木
組
み
に
禅
宗
様
の
細
部
様
式
を
取
り
入

れ
た
折
衷
的
な
様
式
で
、
全
体
の
形
姿
は

よ
く
引
き
締
ま
り
、
細
部
の
造
形
も
極
め

て
精
巧
な
、
大
変
優
れ
た
造
形
の
社
殿
遺

構
と
評
価
さ
れ
、
今
年
の
２
月
に
県
の
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

■名　称

　益冨家恵比須社霊殿

■種　別

　県指定有形文化財

■指定年月日

　平成28年2月18日

■所在地

　生月町壱部浦１８２番地１６

▲恵比須神社（覆屋改修前）

▲覆屋内部の霊殿（本殿）

▲益冨家居宅全景
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や
し
き
が
み

お
お
い
や

む
な
ふ
だ

こ
う
ら
ん

せ
っ
ち
ゅ
う
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▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
３月15日

４月
生まれ
募集中

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

vol.46

Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「４月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

母父

３月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。元気いっぱい笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

母父 母 父父from     剛さん　　　千夏さん from     康高さん　　麻弥さん

岩の上町
お誕生日おめでとう♪いつも可愛い笑

顔をありがとう！元気にすくすく育っ

てね　　

銀吉屋 瑞生くん
　ぎんよしや      みずき     

１歳

岩の上町

松田 理央くん 
まつだ       りお

２歳

2歳のお誕生日オメデトー☆

これからも元気いっぱい育ってね☆

はる兄といつまでも仲良くね(*^^*)

田平町
1歳の誕生日おめでとう！康誠の笑顔

にいつも元気をもらってるよ！これか

らもいっぱい食べて、大きくなってね

     さかた    こうせい

１歳坂田 康誠くん

岡村 茉白ちゃん
おかむら  ましろ

１歳
かじわら  そういちろう

３歳梶原 颯一郎くん
まえかわ  ゆうか

１歳前川 優香ちゃん

２歳
ながしま  ちはや

長島 千早くん １歳
くばら  けいしん

久原 圭眞くん ３歳
やなぎもと こたろう

柳本 鼓太朗くん
あおさき しおり

１歳青﨑 栞ちゃん
おおいし そうま

２歳大石 颯馬くん
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　紐差女子ジュニアバレーボールクラブの新チームは、紐

差・根師子・大島小学校の児童で構成しており、現在部員

わずか７人で活動しています。元々、６年生チームまでは、

紐差クラブと大島クラブの別々のチームでしたが、昨年の

11 月から５年生以下の新チームとなった時に、紐差と大

島のメンバーで合同チームを結成しました。

　日々の練習は、別々の体育館で練習していますが、週末

には合同練習や大会出場などで一緒に活動しており、先日、

諫早市で行われた長崎県小学生バレーボール新人大会に

も市代表として出場しました。

　新しいチームでは、県内の大会で優勝したり、県内屈指

の強豪チームとも互角の試合をするなど、着実に実力をつ

けてきています。今後は、九州大会出場を目標にチーム

ワークを大切にし、明るく・楽しく・元気に大好きなバレー

ボールの練習に励んでいきたいです。

■■ＴＥＡＭ ＤＡＴＡ■■

活 動 日／週３～５日

活動場所／紐差小学校・大島小学校体育館

対 象 者／紐差・根師子・大島小学校児童

代　　表／赤木　誠治

連 絡 先／ 28-0664

主　　将／小濵　杏奈

「紐差女子ジュニアバレーボールクラブ」

部員不足と離島のハンディを乗り越えて山添 月菜ちゃん
　やまぞえ  るな

１歳

from     悠さん



平戸市からのお知らせ

募　

集

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　

☎
２
５
７
４

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸
し
出
し
を

募
集
し
ま
す

申
・
問
ま
ち
づ
く
り
課
総
務
住
宅
班　

　
　
　

☎
内
線
２
２
８
５

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

問
福
祉
課
総
務
班

　

☎
内
線
２
５
６
３

台
湾
南
部
地
震
の
義
援
金
に

ご
協
力
を

　　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
課
、
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　
　
　

23
戸

　

①
平
戸
地
区　
　

５
戸

　

②
生
月
地
区　
　

15
戸

　
　

新
築
の
壱
部
浦
住
宅
を
含
む（
車
い
す
対

　
　

応
１
戸
）

　

③
田
平
地
区　
　

３
戸

　

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

３
月
10
日（
木
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と（
同
居
人
を
含
む
）

　

⑤
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と
。

　

※

単
身
で
入
居
す
る
人
は
、
２
Ｋ
以
下
の
住

　
　

宅
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
高
齢
者
、

　
　

障
が
い
者
な
ど
を
除
く
）

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書（
平
成
26
年
分
）

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
な
お
、

　

抽
選
会
は
３
月
26
日（
土
）に
、
た
び
ら
活

　

性
化
施
設
研
修
室
で
開
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児

用
品
の
貸
し
出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・
最
長
１
年

　

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）20
台
・
１

　
　

〜
３
カ
月

　

③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３
カ
月

　

④
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
若
干
数
・
最
長
１
年

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

　

※

育
児
用
品
の
貸
し
出
し
・
返
却
は
、
福
祉

　
　

課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

　
　

興
課
、
各
出
張
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児　

　
【
平
成
28
年
６
月
30
日（
木
）ま
で
に
出
産
予

　

定
を
含
む
】の
保
護
者
ま
た
は
里
帰
り
先
の

　

祖
父
母
な
ど
。
た
だ
し
、
保
育
料
な
ど
の
滞

　

納
者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳
を
持

　

参
の
上
、
市
民
課
総
合
窓
口
ま
た
は
各
支
所

　

地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申

　

請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

３
月
１
日（
火
）〜
14
日（
月
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前
よ
り
貸
し
出
し

　
　

可
能
で
す
。

　

※

貸
出
用
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

　
　

ー
ト
の
一
部
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

　
　

金
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
６
日
、
台
湾
南
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

６
．
４
の
強
い
地
震
が
あ
り
、
大
き
な
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
友
好
都
市
で
あ

る
台
南
市
も
被
災
し
て
い
ま
す
の
で
、
義
援
金

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
市
で
集
め
ら
れ
た
義
援
金
に
つ
い

て
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
の
皆

さ
ん
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

○
義
援
金
受
付
箱
設
置
場
所　

平
戸
市
役
所
お

　

よ
び
各
支
所
・
出
張
所
、
鄭
成
功
記
念
館
、

　

未
来
創
造
館

○
義
援
金
受
付
期
限　

３
月
10
日（
木
）
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自殺者 交通事故死亡者

400
350
300
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健康・福祉

いきいき通信
　　３月は自殺予防月間です。自殺は、決して特別なことではなく、身近な、そして

社会的な問題です。

　　長崎県の自殺者は、男性が自殺者総数の７割超を占めています。また、年代別で

は50歳代が最も多くなっています。原因は、「健康問題」が最も多く、ついで「家庭

問題」「経済・生活問題」の順となっています。

　　自殺は、精神的に弱い人が現実から逃げるために行う“不名誉なこと”と思われ

がちですが、「誰にでも起こり得る、追い込まれた末の死」です。自殺を予防するた

めには、まず自分自身で予防すること、周囲の人が自殺のサインに気づくことが重

要な鍵となります。皆さんも身近な問題として考え、自殺者を減らしましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■お問い合わせ　福祉課障害福祉班　☎内線2566

自殺について考える

県内の自殺者と交通事故死亡者の推移

　　グラフから見てもわかるように、自殺者は、交

通事故死亡者数よりはるかに多く、その数は約７

倍にあたります。

　自殺者数は、年々減少していますが、毎年約

300人の人たちが自殺により命を落としており、そ

れは社会的にも深刻な状況であることに変わりあ

りません。

健康・福祉いきいき通信

自殺危機のサインと対処法

①うつ病の症状がある

②原因不明の身体の不調が長引く

③飲酒量が増す

④自己の安全や健康が保てない

⑤仕事の負担が急に増える、職を失うなど

⑥職場や家庭からサポートが得られない

⑦本人にとって価値あるものを失う

⑧重症の身体疾患にかかる

⑨自殺を口にする

⑩自殺未遂に及ぶ

自殺危機のサインに気づいたら自殺危機のサイン

①話をそらす

②一方的に話す

③常識をのべ、説得する

④安易に解決策を示す

⑤励ましをする

①真剣に耳を傾ける

②感情を理解、受け止める

③沈黙に耐える

④共感する

⑤治療を勧める

してはならないことすべきこと

こころの相談窓口

　　自殺のサインに気付いたときは、援助のための窓口が、

医療機関だけでなく、数多くあります。一人・ご家族だけ

で抱え込まないで、お気軽にご相談ください。

■県北保健所（平日：午前９時～午後５時）℡57－3933
■福祉課障害福祉班（平日：午前８時30分～午後５時15分）

講演会「心の病気って何だろう？」の開催
と　き：平成28年３月６日（日）
                午後１時30分～午後３時30分
ところ：たびら活性化施設多目的ホール
講　師：精神科医　宮田雄吾　氏
対　象：中学生・高校生・その他保護者・
　　　　学校関係者など

平成27年度市町村振興宝くじ交付金の充当事業を報告します。
　市町村振興宝くじの収益金は、公益財団法人長崎県市町村振興協会の交付金交付規定に基づき、県内各市
町へ交付され、明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上に役立てられています。

                     事     業     名
図書購入事業
地域医療人材育成事業
図書購入事業
ごみ減量化推進交付金事業

                    名     称

サマージャンボ宝くじ交付金

オータムジャンボ宝くじ交付金

       金     額

10,118,000円

8,189,000円

 問企画財政課企画統計班　内線2337



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　

☎
内
線
２
６
２
１

黒
﨑
義
介
展
を
開
催
し
ま
す

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
３

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ
〜
入
院

時
の
食
事
代
が
変
わ
り
ま
す
〜

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
０

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
制
度
に
つ
い
て

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
２
１
４
７

春
の
火
災
予
防
運
動
３
月
１
日（
火
）

〜
７
日（
月
）

問
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
57

-

０
９
７
７

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」を
無
料

配
布
し
て
い
ま
す

65歳未満

65歳以上

一般所得

低所得
（市町村民税非課税者）

一般所得

低所得Ⅱ
（市町村民税非課税者）

低所得Ⅰ

一般病床・
精神病床等

一食260円⇒

28年４月～
一食360円

一食260円⇒

28年４月～一食360円

一食260円⇒

28年４月～一食360円

一食210円
※90日超で、
　一食160円

一食210円

※90日超で、
　一食160円

一食210円

※90日超で、一食160円

一食210円
※90日超で、
　一食160円

一食 210 円、居住費 0円
※90日超で、一食 160 円

一食260円⇒

28年４月～
一食360円

一食260円⇒

28年４月～
一食360円

一食100円

療　　養　　病　　床

医療区分Ⅰ
(医療区分Ⅱ、Ⅲ以外) 医療区分Ⅱ、Ⅲ

入院時食事療養費および入院時生活療養費の標準負担額(入院時食事代)

一食460円、居住費320円

※管理栄養士または栄養士による
　適時・適温の食事の提供等の基
　準を満たさない場合：
　一食420円、居住費320円

（市町村民税非課税者
であり、かつ一定所得
以下の70歳以上の者）

一食210円、居住費320円

　一食 130 円、居住費 320 円
※老齢福祉年金を受給している
　場合は、一食100円、居住費
　0円

一食100円、居住費0円

　　

黒
﨑
義
介
画
伯
の
生
誕
１
１
０
年
・
胸
像
建

立
落
成
を
記
念
し
て
、
黒
﨑
義
介
展
を
開
催
し

ま
す
。

○
と　

き　

３
月
６
日（
日
）〜
12
日（
土
）

○
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
平
戸

○
内　

容　

平
戸
の
郷
土
を
愛
し
、
幼
児
教
育

　

に
情
熱
を
捧
げ
た
黒
﨑
義
介
画
伯
の
作
品
を

　

展
示
し
ま
す

○
入
場
料　

無
料

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
一
般
所
得（
住
民
税

課
税
）世
帯
の
人
の
入
院
時
の
食
事
代
が
表
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

低
所
得
者
の
負
担
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
食
事
代
の
減
額
を
受
け
る
に
は
、「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」か「
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
国
保
の
担
当
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

る
場
合
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

　
　

記
入
し
返
送
す
る
こ
と
で
、
申
請
手
続
き

　
　

が
完
了
し
ま
す
。

○
お
問
合
せ
先　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９

　

春
に
は
田
の
く
り
焼
き
・
火
入
れ
を
行
っ
た
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ
を
す
る
人
が
増
え
、
山
に
入
る
こ

と
が
増
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
山
火
事
の
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。

【
山
火
事
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

①
強
風
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、
火

　
　

入
れ
を
し
な
い
こ
と
。 

　

②
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必
ず
受
け
る

　
　

こ
と
。

　

③
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す

　
　

い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

　

④
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消
す
と
と
も
に
、

　
　

投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。 

　

⑤
た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を

　
　

離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る
こ

　
　

と
。

　

⑥
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

○「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」と
は
？

　　

学
生
の
皆
さ
ん
も
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に
は
、
在
学
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な「
受
給
資
格
期
間
」と
し
て
扱
わ
れ
、
万
が
一

病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
は
障
害

年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
で
、

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、
印
か

　

ん
、
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
、
学
生
証

　

の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書（
申
請
年
度
の

　

４
月
以
降
発
行
分
）

○
受
付
窓
口　

住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
町

　

村
の
国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
、
在
学
し
て
い

　

る
大
学
な
ど
が
学
生
納
付
特
例
事
務
法
人
の

　

指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
そ
の
窓
口

　

※

な
お
、
平
成
27
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

　
　

予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
28
年
度
も
引

　
　

き
続
き
在
学
予
定
の
人
に
は
、
３
月
下
旬

　
　

ご
ろ
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ

　
　

れ
ま
す
。
引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学
す

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に「
か
か
り
つ
け
医
療
機

関
」「
持
病
」な
ど
の
医
療
情
報
や
、
救
急
連
絡
先

な
ど
の
情
報
を
専
用
の
容
器
に
入
れ
、
自
宅
の

冷
蔵
庫
の
中
に
保
管
し
て
お
く
も
の
で
す
。

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」は
、
救
急
隊
員
が

救
急
活
動
に
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
活
用
し

ま
す
。

○
対
象
者　

　

①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
ま
た
は
高
齢
者
の

　
　

み
の
世
帯（
65
歳
以
上
）

　

②
身
体
障
害
な
ど
の
手
帳
を
お
持
ち
の
人

　

③
持
病
な
ど
に
よ
り
、
健
康
上
不
安
を
抱
え

　
　

て
い
る
人

○
配
布
場
所　

福
祉
課
、
各
支
所
、
各
出
張
所
、

　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
内
医
療
機
関
、
居
宅
介

　

護
支
援
事
業
所

○
既
に
お
持
ち
の
人
へ　

キ
ッ
ト
内
の
情
報
は

　

随
時
更
新
し
、
常
に　

新
し
い
情
報
で
、
万

　

一
の
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
情
報
の
記
録

　

用
紙
が
必
要
な
人
は
、
配
布
場
所
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎Ｈ28.１月末までの交通事故件数

◎Ｈ28.１月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／33,169（－47）
　男性／15,563人（－17）
　女性／17,606人（－30）
■世帯数　14,237戸（－21）
※（　）は、前月との比較
　　　　　平成28年2月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷） ２人　（軽傷）７人

（５件）
（  0人）
（７人）

８件
０人
９人

２件）
167件（190件）
　４件（

県
北
保
健
所
地
域
保
健
課

☎
57

-

３
９
３
３

問

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
金
額
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

猶
興
館
高
校（
木
下  

英
）

☎
22
‐
２
０
６
４

問

猶
興
館
高
校
吹
奏
学
部
定
期
演
奏

会
を
開
催
し
ま
す

平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
22
‐
３
０
６
０

申
・
問

第
26
回
台
湾
親
善
訪
問
団
の
団
員
を

募
集
し
ま
す

菜
の
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
年
徳
）

☎
０
９
０

-

２
５
１
０

-

１
４
０
１

問 奥
平
戸「
菜
の
花
ま
つ
り
」の
開
催

に
つ
い
て

■ひらどふれあい福祉基金

○岩の上町
　西高野山平戸支部
　御詠歌一同　　様

■平戸市奨学資金貸付基金

○田平町
　土肥　フサエ　様

　ありがとうございました。

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　

県
で
は
、
高
額
の
治
療
費
が
か
か
る
特
定
不

妊
治
療（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）の
治
療
費
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
県
北
保
健
所
は
助

成
の
申
請
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
妊
相
談
も
、
保
健
師
が
無
料
で
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
助
成
金
額
の
拡
充　

今
回
、
国
の
制
度
改
正

　

に
よ
り
、
特
定
不
妊
治
療
の
①
と
②
に
つ
い

　

て
、
助
成
額
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
助
成
対

　

象
や
内
容
、
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
県

　

北
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

※

た
だ
し
、
治
療
終
了
日（
妊
娠
判
定
日
）が

　
　

平
成
28
年
１
月
20
日
以
降
の
人
が
対
象
で

　
　

す
。

　

①
初
回
治
療
の
助
成
額
の
拡
充

　
　
　

初
回
の
治
療
に
限
り
、
30
万
円
ま
で
助

　
　

成（「
凍
結
胚
移
植
」、「
採
卵
し
た
が
卵
が

　
　

得
ら
れ
な
い
、
ま
た
は
状
態
の
よ
い
卵
が

　
　

得
ら
れ
な
い
た
め
中
止
」を
除
く
）。

　

②
男
性
不
妊
治
療
の
治
療
費
の
助
成

　
　
　

特
定
不
妊
治
療
の
う
ち
、
精
子
を
精
巣

　
　

ま
た
は
精
巣
上
体
か
ら
採
取
す
る
た
め
の

　
　

手
術
を
行
っ
た
場
合
は
、
１
回
の
治
療
に

　
　

つ
き
15
万
円
ま
で
助
成（「
凍
結
胚
移
植
」

　
　

を
除
く
）。
た
だ
し
、
男
性
不
妊
治
療
単

　
　

独
の
申
請
は
対
象
外
。

○
申
請
締
切　

申
請
は
①
・
②
に
限
ら
ず
、
従

　

来
通
り
の
申
請
に
つ
い
て
も
、
治
療
が
終
了

　

し
た
日
が
属
す
る
年
度（
４
月
か
ら
翌
年
３

　

月
ま
で
）の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
　

期
日
ま
で
に
申
請
が
で
き
な
い
場
合
は
、

　

県
北
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

※

平
成
27
年
度
中
に
治
療
を
受
け
た
人
の
申

　
　

請
締
切
は
、
平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）

　

今
年
は
、
北
松
農
業
高
等
学
校
と
共
同
で
ミ

ニ
動
物
園
を
開
催
し
ま
す
。

　

ヒ
ツ
ジ
や
ウ
サ
ギ
、
モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
に
無

料
で
餌
や
り
で
き
る
体
験
や
、
餅
つ
き
体
験
、

ア
ス
パ
ラ
収
穫
体
験
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ま
た
、「
平
戸
霊
場
八
十
八
カ
所
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
巡
り
」と
題
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

３
月
５
日（
土
）　

午
前
10
時
30
分

　

〜
午
後
２
時
30
分

○
と
こ
ろ　

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
前「
菜
の

　

花
畑
」

「
平
戸
霊
場
八
十
八
カ
所
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡

り
」

○
受　

付　

午
前
９
時
45
分（
前
津
吉
港
）

○
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

○
参
加
費　

無
料

【
平
戸
地
区
】　　

朝
長　

陽
飛 

大
輝 

神
上

丸
山　

千
尋 

正
樹 

川
内
在

浜
崎　

希
美 

正
樹 

木
ヶ
津
第
１

井
上　

海
凰 

靖
和 

度
島
浦

森
屋　

あ
や 

誠
二 

度
島
浦

髙
田　

健
一
朗 

大
輔 

川
内
在

光
永　

結
音 

京
士 

戸
石
川

木
谷　

篤
人 

将
平 

中
の
崎

谷
川　

花 

清
人 

稗
田

【
生
月
地
区
】

山
市　

想
大 

稔 

浦
南

【
田
平
地
区
】

松
田　

伊
織 

総
一
郎 

下
亀

浦
上　

琉
希 

竜
行 

野
田

宮
木　

一
生 

哲
哉 

釜
田

松
山　

大
駕 

貴
充 

山
内

谷
村　

來
愛 

亮 

平
戸
口

坂
野　

り
お
ん 

拓
治 

上
里

赤
木　

虹
太 

恒
雄 

山
内

末
吉　

桃
弥 

裕
一
郎 

大
久
保

嵜
本　

蒼
生 

秀
次 

永
田

【
平
戸
地
区
】

﨑
村　

恒
吉 

89
歳 

1
／
16 

向
月

佐
　々

セ
イ 

94
歳 

1
／
16 

崎
方
町

尼
﨑　

シ
ズ
カ 

95
歳 

1
／
17 

宮
の
町

戎
丸
屋　

モ
ミ 

85
歳 

1
／
18 

幸
の
浦

北
川　

繁
登 

68
歳 

1
／
18 

赤
松

杉
山　

末
子 

83
歳 

1
／
20 

田
代

山
口　

千
代
子 

93
歳 

1
／
20 

田
の
浦

守
山　

ミ
ヱ 

93
歳 

1
／
20 

猪
渡
谷

小
下　

セ
ノ 

99
歳 

1
／
23 

木
場

田
口　

ノ
ブ
エ 

86
歳 

1
／
24 

潮
の
浦

田
中　

碩
雄 

91
歳 

1
／
26 

山
中

石
田　

輝
男 

95
歳 

1
／
27 

杉
山

西
村　

喜
侯 

78
歳 

1
／
27 

西
の
久
保

針
尾　

寛
美 

42
歳 

1
／
31 

清
水
川

村
田　

祥
男 

82
歳 

2
／
1 
根
獅
子
第
３

廣
瀨　

キ
ミ 

92
歳 

2
／
1 

宮
の
浦

橋
本　

マ
サ 

97
歳 

2
／
3 

堤

橋
口　

セ
イ 

89
歳 

2
／
6 
木
ヶ
津
第
４

新
吉
屋　

博 

67
歳 

2
／
7 

幸
の
浦

北
村　

惠
子 

66
歳 

2
／
7 

赤
坂

松
本　

春
枝 

81
歳 

2
／
8 

神
上

峯　
　

緑
子 

95
歳 

2
／
9 

上
大
垣

【
生
月
地
区
】

寳
亀　

進 

85
歳 

1
／
18 
舘
浦
潮
見

白
石　

ア
イ
子 

90
歳 

1
／
23 
舘
浦
浜

林　
　

一
代 

83
歳 

1
／
23 
舘
浦
浜

下
寺　

レ
イ
子 

80
歳 

1
／
23 
元
触

墨
屋　

シ
ズ
子 

97
歳 

1
／
25 
舘
浦
浜

北　
　

大
祐 

85
歳 

1
／
27 
元
触

大
浦　

純
子 

78
歳 

1
／
31 
舘
浦
浜

植
松　

ミ
ツ
エ 

76
歳 

2
／
10 
山
田

濱
本　

賢
次 

72
歳 

2
／
15 
浦
南

【
田
平
地
区
】

稲
津　

ユ
リ 

85
歳 

1
／
15 
深
月

山
口　

律
子 

53
歳 

1
／
20 
東
荻
田

竹
田　

國
雄 

75
歳 

1
／
23 
永
田

河
合　

進 

82
歳 

1
／
24 
日
の
浦

北
島　

マ
ツ 

78
歳 

1
／
27 
永
久
保

濵　
　

三
男 

61
歳 

2
／
5 
平
戸
口

中
西　

ヤ
ス
ヱ 

89
歳 

2
／
10 
野
田

白
石　

チ
ズ 

85
歳 

2
／
12 
永
久
保

【
大
島
地
区
】

尾
崎　

ノ
ブ
子 

101
歳 

1
／
16 
西
神
浦

関
東　

皓 

73
歳 

2
／
1 
西
神
浦

福
田　

タ
ミ
コ 

96
歳 

2
／
2 
大
根
坂

　
　
　
　
　
　

（
１
／
16
〜
２
／
15
受
付
分
）
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○
と　

き　

４
月
27
日（
水
）〜
30
日（
土
）

○
行　

程

　

▼
１
日
目　

台
北
視
察

　

▼
２
・
３
日
目　

十
分
・
九
扮
視
察
・
鄭
成

　
　

功
文
化
節
式
典
へ
参
加

　

▼
４
日
目　

台
南
視
察

○
募
集
人
員　

25
人（
先
着
順
）

○
申
込
締
切
日　

３
月
31
日（
木
）

○
参
加
条
件　

訪
問
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

　

提
出
す
る
こ
と

○
旅
行
代
金　

１
０
０
，
０
０
０
円
程
度

　

※

旅
行
代
金
の
ほ
か
に
、
旅
券（
パ
ス
ポ
ー

　
　

ト
）を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
そ
の
取
得

　
　

に
か
か
る
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
23-

８
６

　

０
１
）で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

嵐
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
吹
奏
楽

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
な
ど
、
楽
し
い
音
楽
を
お
届

け
し
ま
す
。
市
内
中
学
生
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の

合
同
演
奏
、
本
校
音
楽
部
、
ダ
ン
ス
同
好
会
の

ス
テ
ー
ジ
な
ど
企
画
満
載
で
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

３
月
20
日（
日
）　

開
場　

午
後
１

　

時
30
分
、
開
演　

午
後
２
時

と
も
な
が 

は
る　
と 

だ
い　
き

ま
る
や
ま 

　
ち　
ひ
ろ 

ま
さ　
き

は
ま
さ
き 

の
ぞ　
み 

ま
さ　
き

い
の
う
え 

　
み　

お 

や
す
か
ず

も
り　
や 

 
 

せ
い　
じ

た
か　
た 

け
ん
い
ち
ろ
う 

だ
い
す
け

み
つ
な
が 

　
ゆ　

の 

ひ
ろ　
し

　
き　

や 

あ
つ　
と 

し
ょ
う
へ
い

た
に
が
わ 

は
な 

き
よ　
と

や
ま
い
ち 

そ
う
だ
い 

み
の
る

ま
つ　
だ 

　
い　
お
り 

そ
う
い
ち
ろ
う

う
ら
か
み 

り
ゅ
う
き 

た
つ
ゆ
き

み
や　
き 

い
っ
し
ょ
う 

て
つ　
や

ま
つ
や
ま 

た
い　
が 

た
か
み
つ

た
に
む
ら 

ら
い　
あ 

り
ょ
う

さ
か　
の 

 
 

た
く　
じ

あ
か　
ぎ 

こ
う　
た 

つ
ね　
お

す
え
よ
し 

と
う　
や 

ゆ
う
い
ち
ろ
う

さ
き
も
と 

あ
お　
い 

ひ
で
つ
ぎ

さ
き
む
ら 

つ
ね
よ
し

　
さ　

ざ

あ
ま
が
さ
き

え
び
す
ま
る
や

き
た
が
わ 

し
げ　
と

す
ぎ
や
ま 

す
え　
こ

や
ま
ぐ
ち 

　
ち　

よ　

こ

も
り
や
ま

　
こ　
し
た

　
た　
ぐ
ち

　
た　
な
か 

せ
き　
お

い
し　
だ 

て
る　
お

に
し
む
ら 

　
き　
こ
う

は
り　
お 

ひ
ろ　
み

む
ら　
た 

し
ょ
う
お

ひ
ろ　
せ

は
し
も
と

は
し
ぐ
ち

し
ん
よ
し
や 

ひ
ろ
し

き
た
む
ら 

え
み　
こ

ま
つ
も
と 

は
る　
え

み
ね 

み
ど
り
こ

ほ
う　
き 

す
す
む

し
ら
い
し

は
や
し 

か
ず
よ

し
も
で
ら

す
み　
や

き
た 

だ
い
す
け

お
お
う
ら 

じ
ゅ
ん
こ

う
え
ま
つ

は
ま
も
と 

け
ん　
じ

い
な　
づ

や
ま
ぐ
ち 

り
つ　
こ

た
け　
だ 

く
に　
お

か
わ　
い 

す
す
む

き
た
じ
ま

は
ま 

み
つ　
お

な
か
に
し

し
ら
い
し

　
お　
ざ
き

か
ん
と
う 

あ
き
ら

ふ
く　
だ


